
朝日村農業ビジョン検討会次第 

 

                    日 時：令和３年９月 27 日（月） 

                        午後１時 30 分 

                    場 所：朝日村役場 大会議室 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 協議事項 

 

 （１）農業ビジョングループワーク結果等について 資料１ 

 

（２）課題に対する取り組みや方針について 資料２ 

     

 

 

４ その他 

     【次回開催】１１月２９日（月）１３：３０予定 

           内容：農業ビジョン原案の検討 

 

５ 閉    会 

 

【配布資料】 

   ◆農林業センサス等調査結果 資料３ 
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グループワークまとめ 

 

朝日村の農業 

強み 弱み 課題 

～土地・農地～ 

・畑の基盤整備が整っている(予冷庫、畑かん、潅水等) 

・農地が広く、平地である 

・農地が分散されていることにより、自然災害のリスクが分散

される 

・景色がいい 

～労働力～ 

・他地域と比べて若手農業者が多い 

・若い後継者がいる 

～労働環境～ 

・家族経営のため、自由が利く 

～経営～ 

・多品目の農作物が作れる 

・JA とのタイアップにより、安心安全な農業に取り組める 

・小規模農家が多いことで、経営の多角化が図れる 

・朝日のブランド力 

・経験がある 

・市街地に近いことで、地域内で流通を行うことができる 

 

～土地・農地～ 

・風食や長雨による病気が発生しやすい(温暖化) 

・畑が集約化されていることで、自然災害もある 

・山間地が多いため、鳥獣被害がある 

・耕作放棄地が増えてしまっている 

～労働力～ 

・高齢化 

・ほとんどが経営移譲のため新規参入者が少ない 

・家族経営の農家の後継者問題 

～労働環境～ 

・共同でやるという意見を言う場が少ない 

・休みがない 

～経営～ 

・天候に左右される農業である 

・約５０年間同じ作物(レタス・はくさい・キャベツ)なので、病気

や病害虫被害を受けやすい 

・作物、経営スタイルは変化していないにも関わらず、経費は

増加傾向である 

・市場出荷が主なため、不安定である 

・家族経営のため生産性が上がらない 

～その他～ 

・JA と役場の連携が弱い 

 (以前は役場が JA や関係機関、農業者との仲介を行ってく

れたことで、未経験者でも就農しやすかった) 

・JA 主導になっており、ほかのところからの意見を取り入れる機

会が少ない 

・全国的に見たときに、朝日村の農業には特徴がない 

・援農の申込者がいない 

・生産量が落ちている 

 

 

・高温が続けば、今のスタイルの農業をつづけることが難しい 

・畑、人を集積集約する 

 

 

 

・高齢者が長い間活躍できる農業 

・新規就農支援策 

・後継者がいない 

 

・営農のしくみ 

・家族で楽しくできる環境づくり 

 

・増加している経費に対する補助などにより、経済的に安定した農業(農業者のやる気、特徴ある取り組み

支援を確立) 

・現代の状況に合わせた経営スタイルを見つける 

・収入を増やすために、多様な農家、販路の開拓を行わなければいけない 

・品目の見直し 

・有機農業だけでなく、科学的な有機農法 

・高品質高収入な農業にしていかなくてはいけない 

 

・JA、役場、農業者の連携 

 (JA と役場で支援策や農業者への周知事項を具体的に話し合い、生産者がよく理解をして施策に取り組

める環境づくり)  

・天候不順への対応や、それに伴う品種改良などの勉強会を開催する 

・朝日ブランドとして確立できるもの 

・朝日村のファンを増やす 

・農業体験など、新しい取り組みを行う 

 

 

資料１ 
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課題に対する取り組みや方針 

１ 農業を維持する 

課題 取り組み 方針 

・耕作放棄地が増えてしまっている 

・畑、人を集積集約する 

 

 

・高齢化 

・後継者がいない 

・家族経営の農家の後継者問題 

 

 

・ほとんどが経営移譲のため新規参入

者が少ない 

・新規就農支援策 

 

 

 

２ 農業を経営する 

課題 取り組み 方針 

・作物、経営スタイルは変化していな

いにも関わらず、経費は増加傾向 

・現代の状況に合わせた経営スタイル

を見つける 

・増加している経費に対する補助など

により、経済的に安定した農業(農業

者のやる気、特徴ある取り組み支援を

確立) 

・天候不順への対応や、それに伴う品

種改良など 

・品目の見直し 

 

 

・市場出荷が主なため、不安定である 

・収入を増やすために、多様な農家、

販路の開拓を行わなければいけない 

 

 

・家族経営のため生産性が上がらない 

 

 

 

 

 

 

 

３ 朝日村としての農業 

課題 取り組み 方針 

・農業体験など、新しい取り組み 

 

 

・JA と役場の連携が弱い 

・JA、役場、農業者の連携 

・JA 主導になっており、ほかのところ

からの意見を取り入れる機会が少な

い 

 

・風食や長雨による病気が発生しやす

い(温暖化) 

・山間地が多いため、鳥獣被害がある 

 

 

・全国的に見たときに、朝日村の農業

には特徴がない 

・朝日ブランドとして確立できるもの 

・朝日村のファンを増やす 

 

 

 

４ 村の農業施策 

課題 取り組み 方針 

・圃場整備後の農地利用 

 

 

・風食対策 

 

 

・特産品の開発、販売 

 

 

・女性農業者の経営参画 

 

 

 

５ 国の動向（みどりの食料システム戦略） 

課題 取り組めること 

・脱炭素化、環境負荷軽減 

 

 

・有機農業 

・化学農薬使用量低減 

 

 

・スマート農業 

・AI の活用による流通の合理化 

 

 

資料２ 
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（農林業センサスより）

（農林業センサスより）

◆農林業センサス等調査結果 資料３

平成12年（2000

年）
平成17年（2005

年）
平成22年（2010

年）
平成27年（2015

年）
令和２年（2020

年）
組織経営体（法人） 1 1 3 3 4

家族経営体 328 287 252 215 188
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女性 55.1 57.5 58.8 61.2
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以上農林業センサスより

（農林業センサスより）

産業振興課調べ

（農林業センサスより）

平成12年（2000

年）
平成17年（2005

年）
平成22年（2010

年）
平成27年（2015

年）
令和２年（2020

年）
田 79 63 63 48 34

畑 319 318 313 297 302
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（農林業センサスより）

（産業振興課調べ）

平成12年（2000年） 平成17年（2005年） 平成22年（2010年） 平成27年（2015年）
同居後継者がいる 155 95 98 50

他出後継者がいる 10 17 31 30

いない 174 192 154 165
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令和元年（2019
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令和２年（2020

年）
認定農業者 138 138 141 140 128

新規就農者 4 3 2 3 0
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（JA資料より）

（JA資料より）

平成28年（2016

年）
平成29年（2017

年）
平成30年（2018

年）
令和元年（2019

年）
令和２年（2020

年）
販売額 3,145,549 2,378,941 2,549,512 2,378,302 2,414,287

販売量 2,036 2,075 1,967 1,955 1,906
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（JA資料より）

（JA資料より）
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（農林業センサスより）

（農林業センサスより）
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◆2020農林業センサス調査結果（確定値）
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7, 4%
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21, 11%
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単位：経営体
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稲 作, 
3, 2%
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正規の簿記, 
91, 47%
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2, 1%

⻘⾊申告を
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い経営体, 
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農業専従
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い, 3, …
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専従者がい
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48%

準主業で65

歳未満の農
業専従者が
いない, 

9, 5%

準主業で65

歳未満の農
業専従者が
いる, 10, 

5%

副業的, 
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主副業別経営体数(個人経営体)

単位：経営体
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